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「2、介護予防の観点からの必要な支援について」 

前述の 2015 ローカル・マニフェストの通り、高齢者が、

「住み慣れた街で何時までも、元気で歳を重ねて暮らして

いけることを可能とできるよう」にするためには、対象の

方もさることながら、みなで支え合う介護予防の推進を図

る施策、事務事業の推進が重要であります。 

執行部側当局も、インフォーマルケアの提供者が取り組

むべき課題については現在、繰返し本市が取り組んでいる

高齢者福祉実践から見えて来ているものだと考えています。 

これを端的に言えば、要介護の認定をされる前の予防段

階における地域での積極的な活動ということだと考えます。 

今後の地域包括ケアシステムを地域で深化していくため

には、行政だけの質的資源では不足が懸念され、官民を問

わない市民のなかから互助、共助の精神で生まれた組織な

どにより、地域での高齢者がお互いを支え合い、行政はこ

の様な市民で創る協働体をコーディネートし、下支えする

役割が求められていくものだと考えます。 

しかし自治体にもメリットがなくてはなりません。“地域



2 

 

福祉の実現”だけでは推進力は担保できませんし、継続し

ていかないものだとも思います。財政負担の軽減や職員負

担の軽減、コミュニティの成立による地域活性化、考慮す

べきは地元自治会連合会、老人クラブ連合会との連携など、

目に見える形の効果・メリットとデメリットへの柔軟な対

応が要求されるものだと思います。 

現在、私の住む伊勢地区には、石田國一
くにかず

伊勢地区自治会

連合会相談役が会長さんで、刮目する重要な視点として 

『連絡網を作り、高齢者が互いに声を掛け合いながら、  

見守りを行っている「ひまわり会」』というボランティア  

団体が作られており 65 名を越える皆さんが参加され、協働

で運用をされています。 

参加されている方々は単独世帯で独居の方が 3 割以上、

平均年齢は 75 歳以上で、活動として月 1 回の定例会は上九

の湯交流センターで、温泉に入りながらカラオケや困りご

と相談会などで親睦会を開催、伊勢悠遊館では「歌って踊

って いきいき体操」や「歌唱教室」としてカラオケ、ご婦

人を中心に手先を動かす「手芸教室」と、月 4 回ほどの活
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動をされており、私も何度かお邪魔をさせて頂きました。 

日常的に皆で声を掛け合いながらの認知症対策としても、

お互いに見守りで対応を行っており、地域包括支援センタ

ーの南包括職員とも連携を密にしていて、助言を受けなが

ら、対策・対応の手伝いを積極的に実践しています。 

今後は高齢者施設への慰問や手伝いなども計画されてい

るそうです。 

 インフォーマルサービスの役割の 1 つが、高齢者の健康

寿命を延ばしていくためのサポートであります。従来から

の考え方での担い手は、サービスを提供する民間企業や

NPO 法人、ボランティア、社会福祉法人、社協、老人クラ

ブ、民生委員さんなどであり、従来通りに切れ目なく連携

する仕組みづくりの支援や、マネジメントしていくことは

大事な事であります。また本市には個の市民に対する補助

として「みんなで支えあう《甲府市笑顔ふれあい介護サポ

ーター事業》」等もあります。 

しかしこれ等と併せ、介護予防の観点で有り、当事者が

「お互い様と考える互助の精神を持つ」元気なお年寄りの
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皆さまからのお力をお借りし、お互いを支えると言う役割

を持つことで、生き甲斐となるような、高齢者自身が行っ

て頂く様な地域資源の活用で実現させ、必要に応じ調整を

担うことは基礎自治体の役割だとも考えています。 

そこで質問します。従来からのボランティア活動などの

インフォーマルケアに加え、地域で横の繋がりを持ち、  

積極的に外に出て支援を行って頂くことで健康寿命の延伸

もできる、高齢者が行うボランティア団体に対し支援を行

っていくことは重要だと考えますが当局の御所見をお伺い

します。   
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「介護予防の観点で必要な支援について」 

〇 答弁者 樋口 雄一 甲府市長 

 本市の高齢者の方々が住み慣れた地域で生き甲斐を持っ

て、自分らしい暮らしを続けることができる生活環境を創

造していくことは、「元気シティーこうふ」を実現するため

の重要な要素であり、本年 3 月に策定をしました「甲府市

高齢者支援計画」におきましても、介護予防や重症化予防

を重点的に取り組む施策として掲げたところです。 

 とりわけ、生活上の身体機能の維持と自立した日常生活

を支援する観点から、要支援の認定を受けた方や、自宅に

引きこもりがちで健康に不安がある高齢者に対しましては、

地域住民の皆様方のご協力をいただきながら、自主的に運

営する居場所において、介護予防や認知症予防のための健

康体操と、参加者自らが「やってみたい」と思う趣味の活

動ができるような、甲府市独自の新たな通所型サービスを

創設して行きます。 

こうした中で、伊勢地区における「ひまわり会」のよう

な地区単位での介護予防の活動は、現在、本市が検討して
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いる住民主体の通所型サービスのモデルとして参考になる

ものであり、そして、元気な高齢者が支える側として主体

的に活動していることに、大変心強く感じたところです。 

また、高齢者が行うボランティア団体などへの支援に付

きましては、参加者の介護予防が更に促進されるように、

保健師による健康教育や健康相談、栄養士による低栄養を

防止する食事づくり、歯科衛生士による口腔ケアの市道な

ど、本市としての支援策を整理し、その情報を積極的に発

信していきます。今後におきましても、元気なシニア世代

の方々には、地域住民の介護予防のためのボランティアと

して、地域社会へ参画と貢献をして頂く事により、ご自身

の健康づくりや介護予防にもなりますので、支援する側も、

支援される側も、ふれあいや絆を深めながら、地域ぐるみ

で健康づくりに取り組む活動に対して支援を行うことによ

り、「健康都市こうふ基本構想」の柱の一つである「地域の

健康づくり」を広めていきたいと考えています。 
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〇再登壇により要望 佐野 弘仁 

市長よりご答弁頂きまして大変にありがとうございます。 

昨年になりますが 2017 年 12 月議会で発言させて頂きま

した「健康都市こうふ」の質問において、樋口市長からは

「中核市への移行や、開府５００年を迎える本市の限りな

い発展の一歩を刻むため、新たに『健康づくり』をキーワ

ードに誰もが住み慣れた地域において、活き活きと元気な

生活を送れる、人生を思いきり楽しめる、そんな甲府を創

りあげてまいりたい」と宣言され、この二つ目の柱が  

「地域のコミュニティや家族、学校や職場までも対象とし

た、ふれあい・絆の醸成や情操教育などによる『地域社会

の健康づくり』」とご答弁をされました。 

 本日質問で述べさせて頂いた「ひまわり会」の活動を契

機に本市はこれから、自主的に運営する居場所造りとして

参加者が「やってみたい」と思う活動ができるような甲府

市版地域包括ケアシステムで新たな通所型サービスを創設

されるとのご答弁には嬉しく思い、深く感謝を致します。 

市長が目指しておられる地域社会のコミュニティによる
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健康づくりのご構想や、昨年 12 月の市長の宣言通りに、  

この様な会が市民の中から生まれて来たことは、市長が掲

げられた市政の方向を正しく指し示している結果として、

民意を汲んでいる政策だと考えております。 

今回は「甲府スタイルの地域包括ケア体制の構築」「甲府

市版 地域包括ケアシステムの構築」の一環での政策を進め

るための新たな施策の取組みをご披歴されたことに、深く

敬意を表し、市民の皆さんからも、高く評価されるものだ

と考えます。 

今後も益々樋口市政で掲げられている、「高齢者が住みや

すい街は子どもが住みやすい優しい街」となるような政策

をより一層進められて頂けます様にエールを送りまして、

次の質問を行います。 

 


